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要旨
　本論は、エフド物語（士師記3:12−30）におけるエフドによるエグロン殺害状況に
ついて考察する。まず最初に、hr'qeM.h; tY:li[]（20節）と hr'qeM.h; rd:x]（24節）を取り上
げ、hrqmが「梁」と関わりのあることを論じ、続いて、hn"dov.r>P;h;（22節 a）と
hn"ArD>s.Mih;（23節 a）について、これまで提案されてきた解釈を検討する。最後に、
Baruch Halpern によるスカトロジカルな解釈の妥当性を Ad[]B;（23節 b）と「鍵」の
観点から見ていく。

SUMMARY

 This article examines the murder of Eglon by Ehud in the Ehud Story in the Book of 

Judges 3:12−30. First, hr'qeM.h; tY:li[] in v. 20 and hr'qeM.h; rd:x] in v. 24 are discussed, and a 

relationship between hrqm and “beam” is proposed. Second, we look at some 
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interpretations of two hapax legomena: hn"dov.r>P;h; in v. 22a and hn"ArD>s.Mih; in v. 23a.  Finally, 

Baruch Halpernʼs scatological interpretation is discussed as an example in terms of Ad[]B; 

in v. 23b and “lock.”

　エフド物語は、ヘブライ語聖書の士師記にある士師物語のうちのひとつである。神
が立てた救助者であるエフドが策略を用いて、イスラエルを支配していたモアブの王
エグロンを殺害し、それから80年にわたってイスラエルは平穏であった、という物語
である。物語の内容は全体として理解しやすいが、ヘブライ語聖書中ここにしか現れ
ない表現などがあり、細かなところまで正確に意味を捉えることはたいへん難しいテ
クストである。
　本論では、エフドによるエグロン殺害状況についての検討を行う。それと共に、研
究者によって提案されてきたスカトロジカルな読み方（scatological reading）の妥当
性を考察したい。まず、エグロン殺害状況と直接関係する箇所を『聖書　新共同訳』
（日本聖書協会）から引用する。

19自ら（注：エフドのこと）はギルガルに近い偶像のあるところから引き返し、
「王（注：モアブの王エグロンのこと）よ、内密の話がございます」と言った。
王が、「黙れ」と言うと、そばにいた従臣たちは皆席をはずした。20エフドは近
づいたが、そのとき王は屋上にしつらえた涼しい部屋に座り、ただ一人になって
いた。エフドが、「あなたへの神のお告げを持って来ました」と言うと、王は席
から立ち上がった。21エフドは左手で右腰の剣を抜き、王の腹を刺した。22剣は
刃からつかまでも刺さり、抜かずにおいたため脂肪が刃を閉じ込めてしまった。
汚物が出てきていた。23エフドは廊下に出たが、屋上にしつらえた部屋の戸は閉
じて錠を下ろしておいた。24彼が出て行った後、従臣たちが来て、屋上にしつら
えた部屋の戸に錠がかかっているのを見、王は涼しいところで用を足しておられ
るのだと言い合った。25待てるだけ待ったが、屋上にしつらえた部屋の戸が開か
ないので、鍵を取って開けて見ると、彼らの主君は床に倒れて死んでいた。

　『新共同訳』によれば、エグロンの宮殿（宮殿という表現は出てこないが、王のい
る建物なので一応本論では宮殿とする）における殺害場所は「屋上にしつらえた（涼
しい）部屋」で、その戸には錠をかけることができ、しかも部屋にはトイレがあった
ことがわかる。まず最初に、殺害場所について詳しく見ていくことにする。
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 Ⅰ．hr'qeM.h; tY:li[]（20節）と hr'qeM.h; rd:x]（24節）

　20節の hr'qeM.h; tY:li[]は『新共同訳』で「屋上にしつらえた涼しい部屋」となってい
る。hY"li[]（tY:li[]の abs.）は23、24、25節で tAtl.D;（tl,D,の pl. cstr.）と結びついて現
れ、『新共同訳』では「屋上にしつらえた部屋の戸」と訳されている。この4つ節では
同じ部屋のことが言われ、最初に出てくる20節には hr'qeM.h;という説明が加えられて
いる。この hr'qeM.h;は24節の hr'qeM.h; rd:x]にも使われている。『新共同訳』はこれを
「涼しいところ」と訳している1。hY"li[]と rd,x,（rd:x]の abs.）（“dark room”）2 の関係は
物語の内容から明らかである。hr'qeM.h; rd:x]は hr'qeM.h; tY:li[]の中（奥）にあり、そこ
にトイレがあったと考えられる。
　hY"li[]は「屋上の部屋」3 と一般に解されているが、必ずしも屋上に限定された部屋
というわけではなく、階上の部屋（“upper room, room in an upper storey”）4 という意
味である。エグロンの宮殿は「なつめやしの町」（＝エリコ）（13節）5 にあることか
ら、屋上にしつらえた部屋がはたして過ごしやすいのかという疑問が生ずる。Tom 

A. Jullは、死海周辺の年平均気温は22℃で、夏は50℃以上にもなり、5月から10月ま
での日中の気温は一貫して30℃以上、冬の晴れ渡った日でさえ35℃に近づくことがあ
ると指摘している6。ただし、池田裕氏は「パレスチナの多くの家屋は今でも屋上が
平らで、夏の蒸し暑い夜などはそこで寝たりする。エフドが戻ってきたときはたぶん
夕方で、モアブの王も側近たちもここにいたらしい」と述べている7。もちろん、こ
こでの夕方という指摘はあくまで推測の域を出るものではない。
　次に、hr'qeM.h; tY:li[]（20節）と hr'qeM.h; rd:x]（24節）に共通して使われている hr'qeM.h;

を取り上げる。一般に hr'qem.の語根は rrq（hifil: “to keep cool”）8 と考えられている。
しかし、ここで注意を引くのは、「涼しい」といった意味が、hY"li[]と rd,x,の両方に結
び付けられていることである。両方の単語の後に、定冠詞の付いた hr'qem.が続いてい
る。ここで hr'qeM.h; tY:li[]と hr'qeM.h; rd:x]を部屋の名前として理解するなら、「涼しい」
といった意味が hY"li[]だけでなく、hY"li[]の中（奥）にある rd,x,にも付いていること
に注意すべきである。そもそも、hr'qem.の語根は rrqなのだろうか。
　Lawrence E. Stagerは、hr'qem.を語根 hrq（piel: “to construct from wood, build with 

beams”）9 の piel ptcp.である hr,q'm.と読み替える（子音は変化せず）10。hr,q'm.はコヘ
レトの言葉の10章18節で使われ、意味は “beams” である11。Stagerによれば、hr,q'm.

は上階部分の床や天井に用いられた木製の梁を意味している12。また、関連する表現
である hr'wOq（“timberwork, beam”）13 は、創世記19章8節、雅歌1章17節、歴代誌下3章
7節、列王記下6章2、5節に出てくる。同様に、Baruch Halpernも梁と結びつけて考
え、詩編104編3節に言及している14。そこでの wyt'AYli[] ~yIM;b; hr,q'm.h;（『新共同訳』で
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は「天上の宮の梁を水の中にわたされた」）には hY"li[]も使われている。以上から、
hY"li[]と rd,x,だけではどの部屋を指し示しているのか分からないことから、部屋がど
こに位置するものかを示すため、hr,q'm.が用いられ、部屋の名前となったと考えるこ
とが可能である。
　さて、エグロンの宮殿を考察する上で参考となるのがビト・ヒラニ式宮殿である。
ビト・ヒラニ式宮殿は紀元前8世紀初期、ソロモンの時代の少なくとも半世紀後に初
めてシリアに現れたもので15、いわゆる士師記の時代よりも後であるが、宮殿の機能
が時代によって大きく変わるとは思われないので、参考にする意味は十分あると思わ
れる。この様式の特徴は、柱のあるポーチとそれにつながる大きく細長い広間（王座
の間）である16。例えば、メギドにおける第 IVB-VA層の6000番宮殿などが挙げられ
る（同じ層の1723番宮殿もビト・ヒラニ式宮殿の変形と見なされている）17。

　エグロンの宮殿にビト・ヒラニ式宮殿の特徴を重ね合わせると、次のような推測が
可能である。エグロンは最初、柱のあるポーチから広間（王座の間）に入り、貢ぎ物
を納め、再びやってきた時には、エフド王エグロンは広間にはおらず、hrqmh rdx

が中（奥）にある hrqmh tyl[に1人でいた。エフドは階段を上り、hrqmh tyl[に
入り、エグロンを殺害し、hrqmh tyl[の戸に錠をかけ、広間を通りポーチから外へ
出たと。hrqmh tyl[と広間とのつながり具合がはっきりしないが、広間には tyl[ 

hrqmhにつながる階段があったと推測できる。
　hrqmの語根を hrqとする Stagerの提案は大いに説得力があるが、ここではさら
に、Jullによる解釈も紹介しておきたい。彼も hrqmの語根を hrqとするが（ただ
し、qal: “to meet, encounter, happen to” という意味での）19、その意味は「梁」とは関
係なく、排尿・排便の場所と考える20。その根拠として、申命記23章11節の 

hl'y>l"-hreQ.mi（「夜に起こった思いがけないこと」）に言及している。これは『新共同
訳』で「夜、夢精」とあるように、一般的に男性の夢精と理解されている。申命記23

図1　前10世紀のメギドの6000番宮殿の復元平面図18
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章11−12節の内容はレビ記15章16節と次のように大体合致している。

11夜、夢精によって汚れた者は、陣営の外に出て行き、中に入らず、12夕方に
なって水で体を洗い、日没に陣営に戻ることができる。
 （申命記23章11−12節）（『新共同訳』）

もし人に、精の漏出があったならば、全身を水に浸して洗う。その人は夕方まで
汚れている。（レビ記15章16節）（『新共同訳』）

　しかし Jullは、レビ記15章16節には hl'y>l"-hreQ.miではなく、[r;z"-tb;k.viが使われてい
ることを指摘し、前者には夢精だけではなく、他の意味も含まれているとする。実
際、申命記23章11−12節には以下のような箇所が続いている。

13陣営の外に一つの場所を設け、用を足すときは、そこに行きなさい。14武器の
ほかに杭を用意し、外でかがむときには、それで穴を掘り、再びそれで排泄物を
覆いなさい。15あなたの神、主はあなたを救い、敵をあなたに渡すために、陣営
の中を歩まれる。陣営は聖なるものである。主があなたの中に何か恥ずべきもの
を御覧になって、あなたから離れ去ることのないようにしなさい。（『新共同訳』）

　Jullによれば、hreQ.miの文字通りの意味は “place of happening” であり、これは排
便と排尿の場所、すなわち、トイレの婉曲的表現である。hrqmh tyl[と hrqmh rdx

はそれぞれ、“the upper room of happening” と “the chamber of happening” という意
味であると主張する21。
　Jullの解釈はひじょうにユニークなものであるが、彼の主張には大きな問題があ
る。彼は hrqmh tyl[と hrqmh rdxが部屋の機能、すなわちトイレという機能に
よって名付けられたとした22。この場合、rd,x,にトイレという機能を意味する hreQ.Mih;

が付いたことは理解できるが、rd,x,を中（奥）に持つ hY"li[]にも hreQ.Mih;が付くのはお
かしい23。Jullは、彼の論文の副題に “A Scatological Reading” とあるように、tyl[ 

hrqmhと hrqmh rdxをスカトロジカルに解釈している。このスカトロジカルな読み
方については後で再び取り上げることにする（だからこそ、ここで Jullの説を紹介し
たわけである）。 
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Ⅱ．22−23節における hapax logomena

　エフドによるエグロン殺害の状況を考察する上で、ひじょうに重要だと考えられる
表現が2つある。それらはヘブライ語聖書中1度しか出てこず（hapax legomenonと呼
ばれる）、意味が確定されていない hn"dov.r>P;h;（22節 b）と hn"ArD>s.Mih;（23節 a）であ 

る24。これまで提案されてきた解釈を紹介しながら、それらの意味について検討して
みたい。

１　hn"dov.r>P;h;（22節ｂ）
　hn"dov.r>P;h;を男性形名詞 vr,p,（「胃腸内にある物、糞、汚物」）25と関係させる解釈が
ある26。例えば、NRSVは22節ｂ（hn"dov.r>P;h; aceYEw:）を “and the dirt came out” と表現
し27、『新共同訳』も「汚物が出てきていた」としている。こうした理解はアラム語
タルグムとウルガタ訳によっても支持されている28。
　この解釈に対する隠れた根拠（主要な根拠？）は、王エグロンが用を足していると
の従臣たちの発言（24節 b）にあるのかもしれない。Yehezkel Kaufmannはこのこと
を指摘し、従臣たちは臭いに気づき、王が用を足すため戸に錠をかけたと思ったので
あるとしている29。臭いを24節 bの「王は涼しいところで用を足しておられるのだと
言い合った」（『新共同訳』）という従臣たちの推測の根拠と考えることも可能だが、
24節 aでは「屋上にしつらえた部屋の戸に錠がかかっているのを見」（『新共同訳』）
たことが根拠としてはっきりと示されており、22節 bが従臣たちの推測の根拠に必
ずしも必要なわけではない。錠がかかっていることで用を足していることが自然に前
提とされているのである。Kaufmannが指摘するように、従臣たちが臭いで王が用を
足していると気づいたとするなら、王が用を足すとき、その臭いが戸の外まで流れる
のはいつものことであったということになる。そうしたことが当たり前の状態として
あったなら、22節 bは24節での従臣の推測の根拠となるが、果たしてそうであろう
か。我々はエグロンが殺害された宮殿の建築構造を知らないのでこれについて結論を
下すことはできない。もっとも知らないからこそ（考察できないゆえに）、Kaufmann

のような見解が出てくるのである。22節 bの hn"dov.r>P;h;を「糞、汚物」と解釈する場
合、それを24節と結びつけるよりは、むしろモアブ王エグロンへの嘲笑として見るべ
きだろう。エグロンは殺された上に、汚物まで出してしまったのである。王としての
権威の失墜である。
　「糞、汚物」とする解釈では、hn"dov.r>P;h;が動詞 aceYEw:の主語と理解されている。し
かし、hn"dov.r>P;h;が主語だとすると、語尾の hは女性形と理解され、動詞の男性単数
形と一致しない30。さらに、hn"dov.r>P;h;の dについても説明しにくい。ただし、 
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hn"dov.r>P;h;に本文損傷を見るなら、こうした批判は決定的なものではない。なぜな
ら、hn"dov.r>P;h;が22節 bと以下のように並行関係にある23節 aの hn"ArD>s.Mih;の影響を受
けたとも考えられるからである。

  （22節 b）　 hn"dov.r>P;h;　       aceYEw:

  （23節 a）　hn"ArD>s.Mih;　 dWhae aceYEw:

　22節 bの aceYEw:の主語の可能性として、22節 aに出てくる男性単数形の名詞は bC'nI

（「柄」）、bh;l;（「刃」）、bl,xe（「脂肪」）である。ちなみに、br,x,Þ（「剣」）は女性形であ
る。22節 aは、「刃の後に、柄も入り、脂肪が刃を閉じ込めた。エフドが剣を彼の腹
から抜かなかったからである」（『新共同訳』）と訳される。抜かないことにより、腹
に閉じ込められた状態になっている刃あるいは柄が、22節 bで出てきたとは考えに
くい。ただし、刃がエグロンの背中の方に出た、とする解釈もあるようである31。こ
の場合、剣がエグロンの腹を貫通していたということになる。また、脂肪が出てき
た、とも読めるが、問題となるのは結局どこに出てきたのか、すなわち、hn"dov.r>P;h;

が何を意味するかである。
　次に、hn"dov.r>P;h;を !Adv.r>P;に定冠詞の hと「方向の h」（h locale）が付いたものと
理解し、!Adv.r>P;をアッカド語の parašdinnu（「穴」）と関係させる解釈がある32。ここ
で !Adv.r>P;が建物に関係する用語だとすると、動詞 aceYEw:の主語（3人称男性単数）は
エフドと理解できる。この解釈に沿った訳として次のようなものが挙げられる。

  「エフドは小窓から外に出て」（フランシスコ会聖書研究所訳）
  「彼は［屋上の］窓穴へ出た」（鈴木佳秀訳）
  「エフドは窓から出て」（『新改訳聖書　改訂第三版』）

　また、M. L. Barréは !Adv.r>P;をアッカド語の parašdinnu（「穴」）と関係させるので
はなく33、アッカド語の動詞 napsaršudu（語根 pršd）（「外に出る」）と結び付ける34。
彼によれば、!Adv.r>P;は語根 pršdに -onがついた名詞形として考えられる35。さらに、
アッカド語の多くのテクストで、この動詞は、ヘブライ語の acy（22節 bの aceYEw:の語
根）に当たる (w)as.û とともに使われ、それらのテクストでの意味から36、Barréは
pršdnの意味として、⑴脱出口（逃げ口）という意味での、人が逃げる際に通る場
所、⑵（体から）流出する（漏れる）もの、すなわち、排出（排泄）物、⑶（体か
ら）何かが流出する（漏れる）際に通る場所、すなわち、肛門の可能性を指摘してい
る。結局、彼は !Adv.r>P;を aceYEw:の主語と理解し、22節 bについて次のような英訳を提
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案している。

  (as a result) the/his excrement came out (of the wound)37

　結果として、ヘブライ語男性形名詞 vr,p,と関係させた解釈に近いものとなってい
る。また、脱出口（逃げ口）とした場合、前述のフランシスコ会聖書研究所訳や鈴木
訳のような解釈も可能となってくる。ただし、23節 aで aceYEw:の主語として「エフド」
が明示されていることは、22節 bにおける主語とは違うことを意味し、エフドの脱
出行為それ自体の描写は22節 bではなく、23節 aから始まると、Barréは主張してい
る38。この指摘は重要である。しかし、22節 bの意味が不明となった際に、ひとつの
解釈として、主語を明示した23節 aが加えられたとも考えることができる39。ちなみ
に Barréは、hn"dov.r>P;h;の語頭の hと語末の hに関して、本来は !Adv.r>P;に定冠詞の h

がついていたか、あるいは !Adv.r>P;に3人称男性単数の接尾辞の古形がついていたと理
解し、それに23節 aの hn"ArD>s.Mih;が影響を与え、!Adv.r>P;h;に「方向の h」（h locale）
が加えられたか、あるいは hn"dov.r>P;に定冠詞の hが加えられたと考える40。以上のよ
うに、hn"dov.r>P;h;の意味を確定することは困難である。次に、23節 aに出てくる hapax 

legomoenonである hn"ArD>s.Mih;の検討に移りたい。

⑵　hn"ArD>s.Mih;（23節 a）
 　23節 aでは22節 bと同じく、動詞 aceYEw:が使われているが、主語として「エフド」
が明示されているので（「エフドは……へ出た」）、hn"ArD>s.Mih;は !ArD>s.miに定冠詞の h

と「方向の h」（h locale）がついたものと理解される。!ArD>s.miは、70人訳では
prosta,jとなっており、一般に rd,se（「秩序」41、語根は rds［rdf］）と結びつけられ、
「ポーチ」や「柱廊」と解釈されている（列王記上6章9節、列王記下11章8節、15節、
歴代誌下23章14節参照）42。

  エフドは廊下に出たが（『新共同訳』）
  （エフドは……）廊下に出ると（フランシスコ会聖書研究所訳）
  そこからエフドは回廊に出たが（鈴木訳）
  廊下へ出て（『新改訳　聖書　改訂第3版』）
  Then Ehud went out into the vestibule（NRSV）

　こうした訳に対して、Baruch Halpernは新しい解釈を提案している。彼は !ArD>s.mi

をヘブライ語、アラム語、アラビア語の語根 sadira（“to be blinded, puzzled”）と関
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係させ、「隠された場所」といった意味に解する43。そして彼は、エフドが出ていっ
た「隠された場所」をエグロンがいた部屋（Halpern によれば、梁にしつらえた部
屋）のトイレと結びつける。つまり、エフドはエグロンを殺害した後、トイレ（の
穴）から階下の「隠された場所」へと出て、逃げたということになる。Halpernによ
れば、こうした表現は、24節に出てくる「用を足す」（『新共同訳』）（直訳では「足を
おおい隠す」）と同じ婉曲的な表現である44。
　24節で、モアブ王エグロンが用を足していることが記され、22節 bにおいて「汚
物が出てきていた」（『新共同訳』）といった解釈がなされ、さらに Halpernは23節 a

から、エフドがびっくりするような場所を通って脱出したことを提案しているのであ
る。こうしたスカトロジカルな読み方に加わるのが（Halpernの読みの延長線上にあ
るのが）、すでに紹介した hr'qeM.h; tY:li[]（20節）と hr'qeM.h; rd:x]（24節）についての
Jullの解釈である。スカトロジカルな解釈によって、エフド物語は単なる英雄物語か
らひじょうにユーモラスな物語へと変化するが、はたして Halpernの解釈は妥当な
ものと言えるのだろうか。

Ⅲ．スカトロジカルな解釈の妥当性
　　　   Bruch Halpern によるエグロン殺害現場復元の場合   　

　Halpernはスカトロジカルな解釈に基づいて、エフドによるエグロン殺害現場の具
体的な復元を試みている。すでに述べたように、彼は !wOrD.s.miを「隠された場所」と
解し、エフドがエグロンを殺害した後、トイレから階下の「隠された場所」へと出
て、逃げたと主張する。Halpernは、エフドがエグロンの部屋の扉から出て行かな
かった理由を23節 bに見る。

  （23節 b）　l['n"w> Ad[]B; hY"li[;h' tAtl.D; rGOs.YIw:

　ここで Ad[]B;（前置詞 d[;B;＋3人称男性単数の人称接尾辞）という表現が使われてい
る。Halpern はここから、エフドは内側から部屋の戸に錠を下ろしたと解釈する。鈴
木氏も23節を、「そこからエフドは……、屋上の部屋の［入り口にある］両扉には
［内側から］閂をかけて閉めておいた」と訳し、「内側から閂をかけるので、密室とな
る屋上の部屋からの出口を考えるべきか」と説明している45。ちなみに、『新共同訳』
の23節では「エフドは廊下に出たが、……部屋の戸は閉じて錠をおろしておいた」と
なっている。読者の混乱を避けるため、Ad[]B;を訳さなかったのだろうか。つまり、
Halpernの解釈において、エフドはエグロンを殺した後、殺害現場であるエグロンの
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部屋の戸に内側から錠を下ろし、部屋の中のトイレ（の穴）から人の目にふれない
「隠された場所」へと出たというわけである。また、エグロンの部屋の錠が内側から
下ろされていることから、エグロン殺害は従臣にとってまさに密室殺人事件とな 

る46。Halpernは、宮殿の基本的構造としてビト・ヒラニ式宮殿（既述）を土台に、
具体的な殺害現場の復元図を提示しているので、以下に紹介する。

　この Halpernによるエグロン殺害現場の復元はビト・ヒラニ式宮殿の構造を土台
に、主に、エグロンの部屋にトイレがあること、!wOrD.s.miを「隠された場所」と解釈
すること、エグロンは部屋を出る際に内側から錠をおろしたことの3点に基づいてい
る。Halpernの解釈では、エフドがエグロンを殺した後の、驚きの脱出が物語のクラ
イマックスであると言えよう。ちなみに彼は、清掃人の使用する扉から出たエフドが
従臣たちによって怪しまれなかったことから、エフドが広間（王座の間）から柱のあ
る玄関へと出たと推測している48。
　Halpernがエフドによるエグロン殺害現場を復元する上で、最も重要なポイントと
思われるのは、エフドが部屋の扉を内側から錠を下ろしたということである。エフド
が入ってきた扉から出なかったこと、それに加え、トイレがあることが、!wOrD.s.miを
「隠された場所」と解釈することの根拠となっていると思われるからである。ここで

①従臣、席をはずす。②エフド、階段を上がり、王に近づく。③王エグロ
ンの部屋に入り殺害。④部屋の扉に錠を下ろし、トイレから「隠された場
所」へ。⑤清掃人の使用する扉から外へ。47
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改めて、Ad[]B;の意味を再検討したい。

１　Ad[]B; について
　Ad[]B;という表現から、エフドが内側から扉に錠を下ろしたと本当に言えるのだろ
うか。動詞 rgs（qal: “to shut”）49 は目的語の tl,D,（「扉」）と前置詞 d[;B;と共にヘブラ
イ語聖書では4箇所に出てくる（士師記3章23節を除き）50。

  （列王記下4章4節）　 %yIn:B'-d[;b.W %dE[]B; tl,D,h; T.r.g:s'w> tab'W

  （列王記下4章5節）　  h'yn<B' d[;b.W Hd'[]B; tl,D,h; rGOs.Tiw: ATaime( %l,Tew:

  （列王記下4章33節）　  ~h,ynEv. d[;B. tl,D,h; rGOðs. aboY"w:

  （イザヤ書26章20節）　  ^d<[]B; Î^t.l'D>Ð ¿^yt,l'D>À rgOs.W ^yr,d'x]b; aBo

　これら4箇所において d[;B;と関係する人間は扉の内にいる。それゆえ、士師記3章
23節 bでもエフドが部屋の内側で錠を下ろしたと推測できる。だからこそ、Halpern

はエフドが入ってきた扉ではなく他から出て行ったと考えたのである。しかしなが
ら、士師記3章23節と他の4箇所とは大きな相違点がある。後者では外から内へと移動
し、扉に錠を下ろすのに対し、前者では錠を下ろす前に、外へと出たとの記述
（hn"ArD>s.Mih;( dWhae aceYEw:）があることである。この場合、Ad[]B;は “behind him” と解すこ
とが可能であろう51。つまり、エフドはエグロンを殺害した後、入ってきた扉から出
たということである。しかしここで、エフドは一体どうやって錠を下ろしたかが問題
となる。エフドがエグロンの死体から鍵を取り、それで錠を下ろしたのだろうか。も
しそうだとするなら、物語のナレーターはひじょうに重要な情報を提供し忘れたこと
になる52。ただし、この物語を読む・聞くことを想定されていた人々がこの物語に出
てくる錠をよく知っていたとするなら、錠についてわざわざ説明することはないので
ある。テクストから、扉に錠がついていたことは明らかである。それでは、その錠と
は一体どのようなものであったのだろうか。

⑵　錠
　エフド物語の錠に関して、Philip J. Kingと Lawrence E. Stagerはタンブラー錠（エ
ジプト式錠）を提案している53。
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　このタンブラー錠の仕組みをもっと簡単に示すと次のようになる。

　エグロンの部屋の扉の錠をタンブラー錠と仮定すると、エフドはエグロンを殺害し
た後、扉を出て、外から鍵穴に手を入れ、カンヌキ（bolt）をすべらせ、それによっ
てピンが下り、錠がかったということになる。そして後に、従臣たちが鍵（x;Tep.m;）
で扉を開けたのである（25節）。鍵は大きな歯ブラシのような形であり、ヘブライ語
聖書の中のイザヤ書22章22節には「私は彼の肩に、ダビデの家の鍵を置く」（新共同
訳）とある56。
　ピーター・ジェームズとニック・ソープはタンブラー錠について次のように説明し
ている。

心棒（ピンのこと）の入ったタンブラーがついている錠は、イラクで発明された
ようである。そこでは知られたかぎりで最初の例が、アッシリア王サルゴン二世
（在位紀元前七二一～紀元前七〇五年）の建てたコルサバード宮殿の廃墟で発見

54 54

55
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された。57

　エフド物語の舞台は士師記の時代であるから、サルゴン2世の時代よりもはるか前
である。もちろん、物語が士師記の時代を正確に反映したものであるかどうかはわか
らない。しかし、エフド物語から扉は内から錠をかけられ、外から鍵で開けることが
できることから、タンブラー錠のような構造をもった錠が物語の中では前提とされて
いたと考えることは可能である。
　さらにここで、雅歌5章4−6節に言及することも意味があるだろう。

  4恋しい人は透き間から手を差し伸べ
  わたしの胸は高鳴りました。
  5恋しい人に戸を開こうと起き上がりました。
  わたしの両手はミルラを滴らせ
  ミルラの滴は指から取っ手にこぼれ落ちました。
  6戸を開いたときには、恋しい人は去った後でした……。58（『新共同訳』）

　ここで4節の「透き間」というのは「穴」であり、5節の「取っ手」とは「かんぬき
の取っ手」である。恋しい人が「（鍵）穴」から手を入れ、戸の錠をなんとかはずそ
うとしている姿を想像することができる。もちろんここではさらに、性的な意味合い
が重ね合わされている。
　以上の解釈から、エフドは入ってきた扉からまた出ていったと考えることも可能で
ある。従臣たちはエフドを怪しまなかったのか。そうしたことがないように、エフド
は最初、貢ぎ物を納めるためだけにエグロンと出会い、モアブ側を油断させたのであ
る。

Ⅳ .　結び

　結局のところ、エフドによるエグロン殺害現場が十分に解明されたとは言えない。
そもそもテクスト内外に十分なデータがない以上、こうしたことは最初から予想され
ていることではある。むしろ、十分なデータがないからこそ、研究者は意味の解明に
向けて、少ないデータをいろいろな角度から検討するわけである（データが少ないか
らこそ、様々な解釈の可能性が生まれ、そこに解釈の面白さがある）。そのひとつが
本論で紹介した、スカトロジカルな観点である。
　スカトロジカルな解釈の出発点は、テクスト内に明示されている24節の「（従臣た
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ちが）王は涼しいところで用を足しておられるのだと言い合った」（『新共同訳』）に
ある。22節 bの hn"dov.r>P;h;を「糞、汚物」と結び付ける解釈にも24節は少なからぬ影
響を及ぼしていたはずである。さらに、スカトロジカルな解釈を展開させたのが、23
節 aの hn"ArD>s.Mih;に関する Halpernの解釈であり、それに、hr'qeM.h; tY:li[]と rd:x] 

hr'qeM.h;についての Jullの解釈が続く。スカトロジカルな要素をエフド物語に認める
ことにより、エフド物語が単なる英雄物語ではなく、かなりユーモラスな物語に変化
することになる。すでに明らかにしたように、スカトロジカルな解釈は十分に説得力
があるというわけではないが、まったくの的外れの解釈として退けるわけにもいかな
い。なぜなら、エフド物語には他にもユーモラスと思われる要素59 が見つけ出される
からである。例えば、22節の「剣は刃からつかまでも刺さり、抜かずにおいたため脂
肪が刃を閉じ込めてしまった」（『新共同訳』）という箇所。エフドは凶器を最も見つ
かりにくい、殺害されたエグロンの体内に残したのである。こうした、事実としては
受け入れがたいところにユーモアの要素が現れ出てくる。そして、この前提となる、
17節の「王は非常に太っていた」という表現もユーモラスなものである。加えて、エ
グロンという名前は「若い牡牛、肥えた牛」といった意味を持ち60、肥えた王自身が
犠牲となったのである。ここにはユーモアというよりも、皮肉の要素を見るべきなの
かもしれない。ちなみに、Marc Z. Brettlerはエフド物語を風刺文学（satire）と見な
している61。こうした聖書のテクストにユーモア（あるいは皮肉・風刺）の要素を見
つけ出そうとする傾向は、テクストそれ自体の問題というよりも、むしろ解釈者の読
み方が変化してきたことを改めて気付かせてくれるのである。
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